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研究成果の概要（和文）：高解像度DEMを用いた変動地形学的解析によって、各地の沖積低地において断層変位
地形が新たに発見されている。本研究では、上町台地付近の沖積低地、熱田台地北方の沖積低地、および飯山市
街地付近の沖積低地の3地域を主な対象として、変動地形学的調査、表層地質調査、および居住地空間の変遷に
関する調査を実施し、断層変位地形の分布、断層変位地形と表層地質の関係、および大地震に伴う沖積低地内の
地形環境変化について検討を行った。
研究成果の概要（英文）：Tectonic geomorphological analysis using high-resolution DEMs has enabled us
 to identify fault-related landforms in alluvial lowlands throughout Japan. We conducted a series of
 studies on tectonic landforms, surficial geology, and histories of residential-area changes, mainly
 for the alluvial lowlands around the Uemachi upland, north of the Atsuta upland, and in the central
 Iiyama City. Based on the results, we discussed distributions of fault-related landforms, 
relationships between fault-related landforms and surficial geology, and geomorphic-environment 
changes caused by active fault earthquakes in the alluvial lowlands.
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１．研究開始当初の背景 
高解像度 DEMを用いた変動地形学的解析に
よって（例えば、後藤・杉戸 2012）、大阪、
上町台地付近や名古屋、熱田台地付近など都
市圏の沖積低地に、長波長の微細な断層変位
地形が発見された。研究代表者は、これらが
弥生時代以降の大地震に伴って出現し、河川
をせき止めるなど地形環境をひろく激変さ
せたとする仮説を提案していた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、高解像度 DEM を用いた変
動地形学的解析の有効性の検証、および上記
仮説の検証であり、飯山市街地など、弥生時
代以降・都市圏直下の大地震と地形環境変化
に関連する他の事例も扱った。 
 
３．研究の方法 
1）上町台地付近の沖積低地、2）熱田台地
北方の沖積低地、3）飯山市街地付近の沖積
低地の 3地域を主な対象として、旧地形解析
や地層掘削調査、居住地空間の変遷に関する
調査などの調査を実施し、検討を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 上町台地付近の沖積低地（図 1） 
 上町台地の東方にひろがる河内平野につ
いて、瓜生堂遺跡、高井田遺跡、鬼虎川遺跡、
森小路遺跡などの発掘調査報告書を精読し、
居住地空間の変遷に関する検討を行った。そ
の結果、上町断層帯の最新活動が弥生時代中
期末頃に発生し、これに伴って河内平野の地
形環境がひろく激変したとする仮説を裏付
ける結果が得られた（杉戸・近藤 2015；杉
戸 2016）。 
 
(2) 熱田台地北方の沖積低地（図 2） 
旧地形解析では、国土地理院 1970 年代撮
影縮尺約 1 万分の 1 航空写真を入手し、
Agisoft PhotoScan Pro を用いることで高解
像度数値標高モデルを作成して地形断面を
得た。同時に、航空写真測量も実施して地形
断面を作成した。これらのデータによって、
高解像度 DEMを用いて認定されていた長波長
の微細な断層変位地形の存在を確認するこ
とができた。また、米軍 1940 年代撮影縮尺
約 1 万分の 1 航空写真も入手し、Agisoft 
PhotoScan Pro による高解像度数値標高モデ
ルの作成、および航空写真測量による地形断
面の作成を行った。しかし、これらの作業に
関してはよい結果は得られなかった。その原
因は、米軍撮影航空写真データのもつひずみ
と考えられる。 
表層地質に関しては、既存ボーリングデー
タを入手して層相と層序、構造、年代に関す
る検討を行った。また、2017 年 6 月、名古屋
市北区黒川本通二丁目において、沖積層最上
部の把握のため、ボーリングコアを取得し
（NAG-1～4・計 22 m 長）、観察と記載を行っ
た。コアには旧流路地形と対応する湿地性堆
積物および流路堆積物が認められ、計 2点の
放射性炭素年代値が得られた。今後くわしい
編年を実現し、長波長の微細な断層変位地形
の成立時期等を推定することが期待される。 
土地利用に関しても、遺跡分布等の確認作
業を実施したほか、平手町遺跡などの発掘調
査報告書を精読し、居住地空間の変遷につい
て検討を行った。その結果に基づいて、広域
的な地形環境の変化に関する検討を実施し
た。 
図 1 河内平野における約 2100 年前の主
要な遺跡と上町断層帯（杉戸 2016） 
図 2 熱田台地北方の地形とボーリング調
査実施地点（杉戸・後藤 2012 一部改変） 
(3) 飯山市街地付近の沖積低地（図 3） 
長野盆地西縁断層帯（例えば、杉戸・廣内
ほか 2015）の最近の活動に伴う地形環境変
化を解明するため、2016 年 8 月、飯山市立第
二中学校跡地においてトレンチ掘削調査を
実施し、地形面を構成する堆積物の層相と層
序、構造に関する情報を得た。壁面からは弥
生時代後期中葉の土器片が出土したほか、計
2 点の放射性炭素年代値が得られた。以上の
結果から、トレンチ掘削調査地点付近は、弥
生時代後期頃まで千曲川の後背湿地であり、
その後トレース B2 の活動によって離水し、
さらに千曲川の侵食・堆積作用を受けたのち、
1847 年善光寺地震に伴ってトレース B2 が再
び動いて隆起した可能性が考えられる（杉戸
ほか 2017）。今後の検証が期待される。 
本研究ではまた、遺跡分布等の確認作業を
行ったほか、発掘調査報告書の精読を行って
居住地空間の変遷に関する検討を実施し、断
層変位地形との位置的・時代的関係について
考察を行った。 
 
(4) その他 
2014 年長野県北部の地震について、神城断
層に沿って出現した地表地震断層に関する
検討を実施したほか（廣内ほか 2015；杉戸・
谷口ほか 2015；廣内ほか 2017）、2016 年 4
月に発生した熊本地震について、布田川－日
奈久断層帯に沿って出現した地表地震断層
に関する検討を実施し（Sugito et al. 2016；
Goto et al. 2016）、地形環境変化とのかか
わりについて考察を行った。また、長野県大
町市街地の活断層分布に関して検討を行っ
たほか（杉戸・後藤 2018）、和歌山県岩出市
における中央構造線断層帯根来南断層の最
近の活動に関する調査結果のまとめを行っ
た（杉戸ほか 2018）。 
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